
 

 

 

 

 

 

 

実施主体 看護学科助産専攻学生 

実施内容 大学オープンキャンパスで来場者への知識普及とオレンジリボン配布 

➀事前に取り組んだ内容 

１．教員から、看護職（特に助産師として）として子ども虐待の問題にど

う関わっていくべきかを講話する。 

２．学生間で子ども虐待に関する学習会を行う。 

３．教員から子ども虐待に関するWeb研修会の案内と受講 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
12月 12日オープンキャンパスで専属ブースにおいて、来場者（女子高校生とその保

護者・家族）対象に、①子ども虐待に関する知識普及を目的としたオリジナルクイズの

出題、②オレンジリボン配布した。当日は担当学生・教員がオレンジ色のものを身に付

けた。 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・  

 

 

【学生から】 

◆運動を始めるにあたって調べてみると児

童虐待が高頻度で起こっていることがわか

りましたが、オレンジリボン運動を知って

いる人は大学内でもほんの少しであり、周

知が必要だと感じました。       

◆助産師学生として、将来生れてくる命が

健康に育つには妊娠期からの母子愛着形成

の支援が重要だと思った。       

◆実態を知ることから変化が生まれると思

う。医療職として虐待を見逃さないよう助

産師としてできることをがんばりたい。                 

◆産後の母親や家族がよいスタートを切れ

るよう自分にできることを考えながら関わ

りたい。 

【教員から】 

本学のカリキュラムでは 3年生の 2月から

本格的に助産学の学習が始まるので、今回

オレンジリボン運動に参加することで、助

産師になるんだという意識づけが早くにで

きたと思う。また、学生が１つのことにチ

ームワークを発揮して取りくめ、連帯感が

生まれた。 

【甲南女子大学】 http://www.konan-wu.ac.jp 
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